
学校番号 211 

令和 2年度 公民科 

 

教科 公民 科目 現代社会 単位数 ２単位 年次 １年次 

使用教科書 「高等学校 改訂版 現代社会」（第一学習者） 

副教材等 「最新現代社会資料集 新版」（第一学習社） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・政治的事象や経済活動に対して「なぜ」の視点をもつ。 

・現代社会の諸課題を多面的・多角的に考察し、課題解決への糸口を考える。 

・主権者としての自覚をもち、各人の考えを調整し、合意形成していく力をつける。 

 

２ 学習の到達目標 

・人間の尊厳と科学的な探求の精神に基づいて、現代社会と人間についての理解を深める。 

・現代社会の基本的な問題について主体的に考察し公正に判断することができる。 

・自ら人間としての在り方生き方について考察する基礎力を養う。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:資料活用の技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

現代社会の基本的問

題と人間にかかわる

事柄に対する関心を

高め、意欲的に課題を

追求するとともに、社

会的事象を総合的に

考えようとする態度

と民主的・平和的なよ

りよい社会の実現に

向けて参加、協力する

態度を身につけ、現代

社会に生きる人間と

しての在り方生き方

についての自覚を深

めようとする。 

現代社会の基本的問

題と人間にかかわる

事柄から課題を見出

し、社会的事象の本質

や人間としての在り

方生き方について広

い視野に立って多面

的・多角的に考察する

とともに、社会の変化

や様々な立場、考え方

を踏まえ公正に判断

し、その過程や結果を

適切に表現する。 

現代社会の基本的問

題と人間にかかわる

事柄に関する諸資料

を様々なメディアを

通して収集し、有用

な情報を主体的に選

択し活用して学びを

身につける。 

現代社会の基本的問

題と人間としての在

り方生き方にかかわ

る基本的な事柄や学

び方を理解し、その

知識を身につけてい

る。 

評
価
方
法 

ワークシート 

レポート 

授業中の態度や発言 

定期考査 

ワークシート 

グループ活動での発

表内容 

ノート（プリント） 

定期考査 

ワークシート 

ノート（プリント） 

定期考査 

小テスト 

 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 



４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

１
学
期 

私
た
ち
の
生
き
る
社
会 

  

・地球環境問題 

 

・資源・エネルギー問題 

 

・科学技術の発達と生命倫理 

 

・高度経済社会と私たちの生

活 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

a:地球規模で発生する環境問

題や、資源・エネルギー問題に

ついて関心が高まり、身近な問

題として考える態度を身につ

けている。また、科学技術の発

達と我々の生活とのかかわり

について理解しようとする態

度を身につけている。 

b:地球環境問題、資源エネルギ

ー問題、科学技術が抱える課題

について多面的・多角的に考察

し、適切に表現する方法が身に

ついている。 

c:教科書や資料集に掲載され

ている写真や統計資料などを

適切に読み取り、各課題につい

て考察している。 

d:それぞれの問題点や現状を

理解し、それらを解決するため

の基本的な知識を身につけて

いる。 

提出課題 

ノート・ワーク

シート 

定期考査 

 



１
学
期 

現
代
に
生
き
る
青
年 

・青年期の意義と自己形成の

課題 

 

・現代社会における青年の生

き方 

 

・伝統や文化と私たちの生活 

 

・現代に生きる人間の倫理 

（西洋思想・東洋思想） 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

a:青年期とは人生の中でどの

ような意味を持つのか考える

態度を身につけ、自分自身の問

題として考える態度を身につ

けている。また、職業のもつ意

味を理解しようし、また伝統・

文化をめぐる国際的な問題に

ついて感心をもち、自分自身の

問題として理解しようとして

いる。 

b:青年期の意義や職業生活に

ついて多角的・多面的に考察し

ている。また、社会への参加や

異文化理解について具体的事

例をあげて多角的に考察して

いる。 

c:教科書に掲載されている写

真や統計、意識調査などを適切

に使用している。また、職業選

択やボランティア活動、伝統や

文化、国際化についての資料

を、様々な情報手段を駆使して

活用することができている。 

d:青年期の心理や意義につい

て理解している。人生における

職業の意味や社会活動の意義

について理解している。西洋思

想や東洋思想についての基本

的知識を身につけている。 

提出課題 

ノート・ワーク

シート 

定期考査 

 



１
学
期 

１
学
期 

個
人
の
尊
厳
と
法
の
支
配 

・民主政治における個人と国

家 

 

・基本的人権と法の支配 

 

・世界の主な政治体制 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

○ 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

 

a:私たちの生活と政治につい

てのかかわりについて関心が

高まっている。基本的人権の歴

史や世界の主な政治体制を理

解しようとする態度を身につ

けている。 

b:私たちの生活と政治がどの

ようにかかわっているかを、グ

ループワークなどを通じて多

面的・多角的に考察し、適切に

表現している。 

c:世界の主な政治体制につい

ての情報を書籍やインターネ

ットを活用して収集している。 

d:国家がつくられた背景、基本

的人権の獲得の歴史、世界の主

な政治体制についての知識を

身につけている。 

提出課題 

ノート・ワーク

シート 

定期考査 

 

現
代
の
民
主
政
治
と
政
治
参
加
の
意
義
① 

・日本国憲法の基本原理 

 

・平和主義と安全保障 

 

・基本的人権の保障と新しい

人権 

 

・国民主権と議会制民主主義 

 

・内閣と行政の民主化 

 

・裁判所と人権保障 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

○ 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

○ 

 

○ 

 

○ 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

a:日本国憲法の基本原理や平

和主義、基本的人権の保障につ

いて具体的な事例から理解し

ようとしている。また、統治機

構の役割について理解しよう

とする態度を身につけている。 

b:日本国憲法の基本原理や統

治機構ついて多面的・多角的に

考察している。 

c:平和主義と日本の安全保障

について様々な手段を活用し、

情報を収集している。 

d: 日本国憲法の基本原理や平

和主義、基本的人権の保障につ

いて具体的な事例から理解し

ようとしている。また、統治機

構の役割について理解してい

る。 

提出課題 

ノート・ワーク

シート 

定期考査 

 



２
学
期 

２
学
期 

現
代
の
民
主
政
治
と
政
治
参
加
の
意
義
② 

・地方自治と住民の福祉 

 

・世論形成と政治参加 

 

○ 

 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

a:地方自治の諸課題を自分自

身の問題として考える態度を

身につけている。１８歳選挙権

に向けて、選挙の仕組みや世論

形成について関心が高まって

いる。 

b:地方自治の諸課題や我々市

民が地方自治にどのようにか

かわっていくべきか具体的に

考察している。政党の役割、選

挙の仕組みについて多角的に

考察している。 

c:地方自治に住民はどのよう

な権利を持っているかや政党

の役割について様々な情報手

段を使用して、調査する方法を

身につけている。 

d:地方自治や選挙の仕組み、政

党の役割についての知識を身

につけている。 

提出課題 

ノート・ワーク

シート 

定期考査 

 

国
際
政
治
の
動
向
と
日
本
の
役
割 

・国家主権と国際法 

 

・国際連合の役割 

 

・今日の国際社会 

 

・核兵器の廃絶と国際平和 

 

・地域紛争と人種・民族問題 

 

・国境と領土問題 

 

・外交政策と日本の役割 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

a:核兵器の問題や人種・民族問

題、国境と領土問題、テロの問

題など、国際社会の動向につい

て理解しようとする態度を身

につけている。 

b: 核兵器の問題や人種・民族

問題、国境と領土問題、テロの

問題など、国際社会の動向につ

いて多面的・多角的に考察して

いる。 

c:国際連合やＮＧＯ、ＮＰＯの

活動についてインターネット

や書籍などを活用して調査し、

考察している。国際社会の動向

について年表を使って整理し

ている。 

d:国際法の意義と役割、国連、

ＮＧＯ、ＮＰＯの役割、第二次

世界大戦後の国際情勢につい

て理解している。 

提出課題 

ノート・ワーク

シート 

定期考査 

 



２
学
期 

現
代
の
経
済
社
会
と
私
た
ち
の
生
活 

・経済社会と経済体制 

・経済主体と企業の活動 

・市場経済のしくみ 

・経済成長と景気変動 

・政府の経済的役割と租税の

意義 

・金融機関のはたらき 

・戦後日本経済の動き 

・産業構造の変化 

・雇用と労働問題 

・公害の防止と環境保全 

・消費者保護と契約 

・社会保障と国民福祉 

 

○ 

 

○ 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

 

 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

a:経済の基本的な仕組みを主

体的に考える態度を身につけ

ている。企業の働きや市場経済

のしくみ、景気変動や経済成長

について理解しようとしてい

る。財政、金融、労働や環境、

社会保障について理解しよう

とする態度を身につけている。 

b:資本主義経済の下での私た

ちの生活と経済活動について

多面的・多角的に考察してい

る。 

c:財政や金融に、国民所得など

についての統計資料を書籍や

インターネットなどを使って

収集し、適切に読み取ってい

る。 

d:経済の基本的なしくみにつ

いての知識を身につけている。

戦後の日本経済の歩みや日本

経済の課題について理解して

いる。 

提出課題 

ノート・ワーク

シート 

定期考査 

 



３
学
期 

国
際
経
済
の
動
向
と
日
本
の
役
割 

・国際経済のしくみと貿易の

拡大 

・進む経済統合 

・国際経済の動向 

・発展途上国の経済と南北問

題 

・国際協調と日本の役割 

○ 

 

 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

a : 貿易の必要性や円高・円安

の仕組みについて具体的に考

え、理解しようとする態度を身

につけている。また、地域統合

の背景や南北問題について理

解しようとする態度を身につ

けている。 

b :貿易の拡大とそれに伴う貿

易摩擦について具体的な事例

を挙げて考察している。円安・

円高や自由貿易・保護貿易など

についてグループで話し合い

をし、ワークシート等に適切に

まとめている。 

c :貿易や地域統合についての

情報を新聞記事やインターネ

ットなどを活用して収集して

いる。 

d :貿易の必要性や円高・円安

の仕組み、地域統合、南北問題

について理解し、その知識を身

につけている。 

 

提出課題 

ノート・ワーク

シート 

定期考査 

 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:資料活用の技能    d:知識・理解 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単

元）の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について

○を付けている。 

 

 


